
第４３回千葉県スポーツ少年団剣道交流大会 

［第 ４ ６ 回 全 国 大 会 予 選 会］実施要綱 

 

1． 主  旨  青少年健全育成の一環として、剣道交流大会を通じてスポーツを愛し、 

スポーツを楽しみながら団員相互の調和と親睦を図り、併せて剣道の普及に努める。 

2． 主  催  公益財団法人千葉県スポーツ協会千葉県スポーツ少年団 

3． 主  管  千葉県スポーツ少年団剣道専門部 

4． 後  援  千葉県教育委員会・君津市 

5． 期  日  令和５年１２月１０日(日) 体育館開場 午前８時００分予定 

6． 会  場  君津市民体育館（内みのわ運動公園内） 

        〒２９９－１１７５ 君津市内箕輪１－１－１  

℡０４３９－５２－８２２２ 

7． 参加規程   

 ＜個人戦＞ 

(1)参加資格 ①令和５年度千葉県スポーツ少年団に登録の団員で組織され、２名以上の 

有資格指導者を有し、令和５年度スポーツ安全保険に加入済みの単位団。 

②団員は個人戦と団体戦の両方に参加することはできない。 

③学年区分は次のとおりとする。 

区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

学年 ４年生以下 ５・６年生 ５・６年生 中 1～3 中 1～3 高 1～3 高 1～3 

性別 男又女 女 男 女 男 女 男 

④小学４年生以下の参加は１名とする。 

⑤小学生５・６年生の個人戦参加人数は６年生の参加制限はしない。 

５年生は１名まで。 

 （例１：６年生３名、５年生１名 計４名） 

 （例２：６年生１名、５年生１名 計２名） 

 （例３：６年生０名、５年生１名 計１名） 

⑥中学生の参加人数は３年生のみ参加人数の制限はしない。 

 １、２年生は２名まで。 

（中学生例１：３年生３名、２年生２名、１年生０名 計５名） 

（中学生例２：３年生５名、２年生１名、１年生１名 計７名） 

（中学生例３：３年生０名、２年生０名、１年生２名 計２名） 

⑦高校生は、全学年人数制限はしない。 

＜団体戦＞ 

(1)参加資格   令和５年度千葉県スポーツ少年団に登録の団員で組織され、２名以上の有資格指導 

者を有し、令和５年度スポーツ安全保険に加入済みの単位団。 

    (2)チーム編成 ①チームの編成は次のとおりとする。 

区分 先 鋒 次 鋒 中 堅 副 将 大 将 監 督 

学年 ４年生 ５・６年生 ５・６年生 ５・６年生 ５・６年生 有資格指導者 

性別 男又女 女 男 女 男 男又女 

        ②各単位団は、監督１名選手５名（全国大会と同じ）とし、他団体との混成は認

めない。補欠は無しとし、次鋒から大将までの男女の変更はできない。 

         ただし、単位団に参加選手がいない場合に限り、同一市町村内で選手の補充を

することができる。 



        ③該当する学年の選手がいない場合は、学年の下の者が上位の学年区分に出場し

ても良い。ただし、小学３年生以下は全国大会には参加できない。 

(3)出場枠  ①令和５年度千葉県スポーツ少年団に登録している団体は制限なく、出場するこ

とができる。  

          ②小学生の選手は、団体戦、個人戦どちらかしか出場できません。 

 

8． 参 加 料 個人戦は１名につき１，２００円，団体戦は１団体につき６，０００円 

9． 納 付 先 各市町村事務局が取りまとめのうえ、申込みと同時に下記の口座に納入すること。 

        ※振込先 千葉銀行 習志野袖ヶ浦支店０３８ 普通預金 ３３５６８０７ 

             公益財団法人千葉県スポーツ協会 

             千葉県スポーツ少年団剣道専門部 事務局長 東脇 大義 

10. 参加申込 １１月３日（金）必着までに所定の様式で、各市町村スポーツ少年団事務局よりメールに

て提出。前回と申込方法、記入内容が変更となりましたので、ご注意下さい。 

なお、今大会より参加同意書の提出は省略いたします。 

        

  ※申込先 公益財団法人千葉県スポーツ協会 

              千葉県スポーツ少年団剣道専門部 事務局長 東脇 大義 

              Mail：chibaspsho.kendo@gmail.com 

         〒:２９２－０８０７  

木更津市請西南５－１８－８ M－STYLE １０１号室  

℡:０９０－８９４５－８９０４ 

11. 競技規定  

(1)試合方法 

<個人戦> ①各区分ともトーナメント方式とする。 

②小学生の部の試合は、３本勝負（２分）とし、 

準々決勝までは延長（２分）１本勝負を１回実施し、勝敗が決しない場合は判定で勝

敗を決する。 

        準決勝、決勝は、延長（２分）１本勝負を勝敗が決するまで行う。 

       ③中学生の部は全ての試合３本勝負（３分）とし、勝敗が決しない場合は延長（２分）

１本勝負を勝敗が決するまで行う。 

       ④高校生は３本勝負（４分）とし、 

準々決勝までは延長（２分）１本勝負を１回実施し、勝敗が決しない場合は判定で勝

敗を決する。 

        準決勝、決勝は、延長（２分）１本勝負を勝敗が決するまで行う。 

 

    <団体戦> ①トーナメント方式とする。 

       ②試合は、３本勝負（３分）とし、勝負が決まらないときは引き分けとする。 

       ③同点同本数の場合は代表者戦を１本勝負で時間を区切らず勝敗の決するまで行う。 

なお、代表者戦は中堅･副将･大将からとし、その代表者は監督の抽選により出場選手

を決める。 

 (2)競技規則 「全日本剣道連盟試合規則・審判規則及び同細則」及び「新型コロナウイルス感染症が

収束するまでの暫定的な試合・審判法」を適用する。 

※なお、フェイスシールドは必ず着用し、マスクは任意とする。 

試合開始時にシールドを着用していない選手は「失格」とする。 

12. 開 会 式 １２月１０日（日）午前９時００分から（整列時に「単位団旗」持参のこと） 

          ※試合開始 午前９時３０分（予定） 

13. 表  彰  

        <個人戦> 区分別に優勝・準優勝・３位に賞状及び賞品を授与する。 

           中学生男女の優勝者には、全国大会の出場権を与える。 

      <団体戦> 優勝団体に優勝旗・賞状・賞品の授与と全国大会の出場権を与える。 

           準優勝・３位に賞状及び賞品を授与する。 

 

 



 

 

14. そ の 他 

 (1)中学生及び高校生の試合は午後からのため、入館は１２：００以降に御協力お願いします。 

 (2)選手の変更は、病気・怪我の場合とし、大会当日に受付をする。 

 (3)参加者は、単位団体名が記入された名札を着用すること。（学校名は認めない） 

 (4)紅白の目印は各自・各団体で用意すること。 

 (5)団体戦オーダー表（模造紙４つ折大）を持参すること。 

   また、記録用に白紙のオーダー表も１枚提出してください。 

(6)「団体戦・個人戦」問わず、参加チームは、「剣道四段以上で、過去に審判講習を受講された審判

員２名以上」の手配にご協力ください。（審判講習を受講した者が望ましい。） 

 (7)観覧席は各市町村ごとにおよその割り振りをしております。会場入り口の掲示、受付時の配布資料

をご確認のうえ、ご利用ください。なお、観覧席後方通路でのブルーシート等の「場所取り」は禁

止とします。 

 

 ※ 全国スポーツ少年団剣道交流大会について 

(1)小学生団体戦の優勝チーム、中学生の優勝者が全国大会団体戦に出場する。 

(2)選手欠員の場合は、同一市町村内で補充することができる。補充が困難な場合は、 

専門部と優勝団体協議のうえ選抜とする。ただし、小学校３年生以下の選手の出場はできない。 

 (3)期 日  令和６年３月２９日（金）〜 ３月３１日（日） 

  (4)会 場  群馬県（会場：調整中）                        

    

 

  以上 


